
                        

  

◯
…
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
は
２

号
、10

号
で
ふ
れ
た
が
、
再
度
、
取
り

上
げ
た
い
。
中
公
新
書
「
人
口
と
日
本

経
済
」
を
読
ん
だ
。
著
者
は
立
正
大
学

教
授
の
吉
川
洋
氏
。
人
口
減
少
が
進
む

と
働
き
手
が
減
っ
て
い
く
。
財
政
赤
字

は
拡
大
し
、
地
方
は
消
滅
の
危
機
に
あ

り
、
も
は
や
衰
退
は
不
可
避
で
は
な
い

か
、
と
い
う
思
い
込
み
。
日
本
に
蔓
延

す
る
「
人
口
減
少
ペ
シ
ミ
ズ
ム(

悲
観

論)
」
に
対
し
、
経
済
学
か
ら
人
口
問
題

を
捉
え
、
悲
観
論
を
乗
り
越
え
る
時
だ

と
主
張
す
る
。
経
済
学
に
は
馴
染
み
の

無
い
私
で
も
興
味
深
く
読
め
た
。 

  

◯
…
第
一
章
は
「
経
済
学
は
人
口
を

い
か
に
考
え
て
き
た
か
」。
日
本
の
人
口

は2004

年
の
一
億
二
千
七
百
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、2110
年
四
千

二
百
万
人
に
な
る
予
測
だ
。
百
年
で
三

分
の
一
に
激
減
す
る
、
人
類
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
時
代
に
突
入

す
る
。
右
肩
上
が
り
が
、
転
じ
て
減
少

に
向
か
う
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
人

口
問
題
と
い
う
と
有
名
な
の
は
マ
ル
サ

ス
の
「
人
口
論
」
。
産
業
革
命
で
経
済
が

大
き
く
変
わ
る
中
、
人
口
爆
発
を
迎
え

た18

世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
新
し

い
学
問
の
担
い
手
で
あ
る
経
済
学
者
た

ち
が
人
口
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
当
然

だ
と
い
う
。
マ
ル
サ
ス
の
論
理
は
「
食

料
が
増
え
れ
ば
人
口
は
必
ず
増
加
す
る
。

食
料
の
供
給
は
人
口
の
増
加
に
追
い
つ

か
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
と
か
ケ
イ
ン
ズ
と
か
ス
ウ
エ
ー

デ
ン
の
学
者
と
か
、
経
済
学
と
人
口
問

題
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。 

  

◯
…
第
二
章
は
「
人
口
減
少
と
日
本

経
済
」
。
急
激
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
は

「
社
会
保
障
と
財
政
へ
の
負
荷
」
、
「
地

域
社
会
に
与
え
る
影
響
」を
も
た
ら
し
、

既
に
問
題
は
顕
在
化
し
て
い
る
。
人
口

減
で
働
く
人
の
数
が
減
れ
ば
、
作
ら
れ

る
モ
ノ
の
量
は
減
り
、
使
う
人
、
消
費

者
も
減
り
、
経
済
は
縮
小
す
る
、
と
い

う
先
入
観
を
私
も
持
っ
て
い
た
が
、
吉

川
氏
は
日
本
の
人
口
と
実
質G

D
P

の

推
移
を
示
し
な
が
ら
、
経
済
成
長
と
人

口
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
、
と
い
う
。

さ
ら
に
「
労
働
生
産
性
」
の
上
昇
を
も

た
ら
す
の
は
、
新
し
い
設
備
や
機
械
を

投
入
す
る
「
資
本
蓄
積
」
と
広
い
意
味

で
の
「
技
術
進
歩
」
す
な
わ
ち
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。 

  

◯
…
第
三
章
「
長
寿
と
い
う
果
実
」
。

一
人
当
り
の
所
得
水
準
が
上
が
れ
ば
、

子
ど
も
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
、
人
口
は

増
え
る
。
こ
れ
が
マ
ル
サ
ス
の
基
本
命

題
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
経
済
的
に
豊
か

な
先
進
国
で
人
口
が
減
少
す
る
、
マ
ル

サ
ス
の
「
人
口
の
原
理
」
に
反
す
る
現

象
が
起
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
口
減

少
と
並
行
し
て
平
均
寿
命
の
延
び
が
始

ま
っ
た
。
日
本
は
今
日
、
世
界
で
一
、

二
を
争
う
長
寿
国
だ
が
、
高
度
成
長
が

始
ま
る
直
前
の1950

年
、
我
が
国
は

先
進
国
の
中
で
は
寿
命
が
最
も
短
い
国

だ
っ
た
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
の
延
び

は
、
戦
後
日
本
の
最
大
と
言
っ
て
も
い

い
成
果
だ
、
と
吉
川
氏
は
い
う
。
そ
の

寿
命
の
延
び
の
理
由
と
し
て
、
経
済
成

長
に
よ
る
平
均
所
得
の
上
昇
、
医
学
の
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進
歩
と
医
療
関
係
者
の
努
力
、
国
民
皆

保
険
の
成
立
、
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。 

  

◯
…18
世
紀
、
マ
ル
サ
ス
や
ス
ミ
ス

が
前
提
と
し
て
い
た
の
は
、
人
は
豊
か

に
な
れ
ば
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
生
物
も
、
食
料

が
増
え
れ
ば
数
が
増
え
る
、
と
い
う
の

が
常
識
だ
。
と
こ
ろ
が19

世
紀
の
末

か
ら
先
進
国
で
は
、
豊
か
さ
の
中
で
人

口
が
減
少
し
始
め
た
。
そ
の
一
方
で
か

つ
て
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
平
均
寿
命
が
延
び

る
よ
う
に
な
っ
た
。
影
響
を
与
え
る
の

は
「
所
得
」
だ
。
第
四
章
は
「
人
間
に

と
っ
て
経
済
と
は
何
か
」
だ
。 

  

◯
…
本
書
で
は
経
済
を
簡
単
に
定
義

し
た
言
葉
が
見
え
な
い
が
、
人
間
が

「
種
」
と
し
て
生
存
す
る
た
め
の
必
要

最
低
限
の
活
動
と
豊
か
に
生
き
る
た
め

の
活
動
、
だ
と
思
う
。
一
人
当
り
の
所

得
と
平
均
寿
命
が
正
の
関
係
に
あ
る
中

で
、GD

P

の
増
加
が
経
済
成
長
と
言
え

る
。
経
済
成
長
と
「
ぜ
い
た
く
」
、
「
需

要
の
飽
和
」
、「
成
長
か
、
平
等
か
」
な

ど
の
命
題
に
ふ
れ
な
が
ら
、
先
進
国
の

経
済
成
長
を
牽
引
す
る
の
は
プ
ロ
ダ
ク

ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
る
新
し
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
が
平
均
寿
命
の
延
長
に
貢
献
し
て
き

た
。35

年
後
の
日
本
人
は
、
現
在
の
二

倍
と
い
う
高
い
購
買
力
を
持
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
こ
の
超
高
齢
化
は
日

本
の
企
業
に
と
っ
て
絶
好
の
「
実
験
場
」

だ
。
人
口
が
減
っ
て
い
く
日
本
国
内
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
未
来
は
な
い
、
と
い
う

「
人
口
減
少
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
を
い
か
に

克
服
す
る
か
。
吉
川
氏
は
そ
こ
に
日
本

経
済
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
、
と
主

張
す
る
。 

  

◯
…
日
本
経
済
と
い
う
マ
ク
ロ
で
見

れ
ば
吉
川
氏
の
言
う
通
り
、
決
し
て
悲

観
論
に
陥
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
が
、

北
見
だ
、
美
幌
だ
、
と
地
方
単
位
で
見

る
と
、
正
直
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も
ね
、
と
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
た
だ
人
口
減
少
イ
コ
ー

ル
購
買
力
減
少
で
は
な
い
点
に
注
目
だ
。

地
方
に
は
地
方
の
ニ
ー
ズ
と
購
買
力
が

有
る
は
ず
だ
。
知
恵
を
絞
ろ
う
。 

 


